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中三病の受験生



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
に
あ
り
そ
う
な
話

　
コ
メ
ン
ト
は
批
判
万
歳
で
す
。

　
チ
ラ
ッ
と
み
た
い
人
に
お
す
す
め
!



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─

ガ
ヴ
リ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
　
豆
ま
き
＆
山
登
り
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ガ
ヴ
リ
ー
ル
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
　
豆
ま
き
＆
山
登
り

　　﹇
豆
ま
き
﹈

　
ピ
ン
ポ
ー
ン

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
誰
だ
よ
、
こ
ん
な
昼
間
っ
か
ら
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
?
パ
ソ
コ
ン
で
テ
レ
ビ
見
て
な
い
っ
つ
ー
の
!
」

　
ガ
チ
ャ

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
鬼
は
〜
外
!
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
福
は
〜
内
!
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
イ
タ
っ
。
何
こ
れ
豆
?
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
今
日
は
節
分
な
の
よ
。
こ
う
や
っ
て
、
豆
を
ま
い
て
邪
を
払
う

の
。」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
へ
ぇ
ー
。
じ
ゃ
あ
、
豆
ま
く
か
ら
帰
れ
よ
。」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
な
ん
で
よ
!
あ
ん
た
も
豆
ま
き
に
行
く
わ
よ
!
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
家
（
う
ち
）
で
ネ
ト
ゲ
し
て
れ
ば
、
福
が
来
る
ん
じ
ゃ
．．．」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
そ
ん
な
わ
け
、
な
い
で
し
ょ
!
」

　
　
　
　「
あ
れ
?
サ
タ
ー
ニ
ャ
。
ラ
フ
ィ
は
?
」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
天
界
で
鬼
退
治
か
、
な
ん
か
、
や
っ
て
る
ら
し
い
わ
よ
。」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
ほ
っ
、
本
格
的
ね
。」（
苦
笑
）

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
悪
魔
三
人
そ
ろ
っ
た
こ
と
だ
し
、
行
く
わ
よ
。」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
私
は
一
応
、
ま
だ
天
使
だ
と
思
う
が
．．．」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
自
信
な
い
の
ね
。」

　
〜
大
き
な
家
の
前
〜

　
ピ
ン
ポ
ー
ン

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
デ
ジ
ャ
ブ
だ
な
。」（
苦
笑
）

　
ガ
ラ
．．．

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
鬼
は
〜
外
!
」

（
ク
ク
ク
、
こ
れ
ぞ
私
の
作
戦
。
あ
え
て
豆
の
無
さ
そ
う
な
家
に
行
き
、
豆
を
ぶ
つ

け
る
。

　
や
り
返
さ
れ
ず
に
、
先
生
に
仕
返
し
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
!!
）

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
鬼
は
〜
外
!
福
は
〜
内
!
」
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ヴ
ィ
ー
ネ
「
ち
ょ
っ
と
、
サ
タ
ー
ニ
ャ
!
挨
拶
し
て
か
ら
で
し
ょ
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
挨
拶
し
て
い
る
間
に
、
邪
が
逃
げ
ち
ゃ
う
わ
。」

　
ゴ
ゴ
ゴ

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
鬼
は
〜
外
!
福
は
〜
内
!
」

　
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
鬼
は
〜
外
!
福
は
〜
内
!
」

　
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
ひ
っ
!
こ
っ
、
今
年
は
こ
れ
位
に
し
て
あ
げ
る
わ
。」（
逃
）

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
本
当
の
鬼
は
こ
こ
に
い
た
か
．．．」

　﹇
山
登
り
﹈

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
夏
休
み
ー
!!
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
山
ー
!!
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
バ
ス
ー
!!
」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
山
ー
!!
」

　
サ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
（
辺
り
に
広
が
る
霧
）

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
ち
ょ
っ
、
な
に
よ
こ
れ
っ
、
霧
雨
じ
ゃ
な
い
!
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
う
ん
。
知
っ
て
た
。」

　
　
　
　
　「
今
回
こ
そ
は
、
帰
ろ
う
っ
!
」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
な
ん
で
よ
!
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
去
年
の
海
の
後
、
筋
肉
痛
で
死
に
そ
う
だ
っ
た
し
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
こ
の
貧
弱
天
使
!
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
ラ
フ
ィ
。
前
み
た
い
な
こ
と
し
た
ら
、
天
界
に
チ
ク
る
か
ら

な
。」

　
ラ
フ
ィ
エ
ル
「
ん
〜
?
何
の
こ
と
で
す
か
?
」（
ニ
コ
っ
）

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
雨
で
も
大
丈
夫
よ
。」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
え
っ
!
な
ん
で
!
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
行
く
か
ら
、
頂
上
は
霧
な
い
わ
よ
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
歩
い
て
登
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
ガ
ヴ
が
す
ぐ
に
諦
め
る
で
し
ょ
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
ま
ぁ
、
い
い
。
あ
な
た
た
ち
よ
り
、
早
く
登
っ
て
や
る
わ
。」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
地
面
滑
り
や
す
い
か
ら
、
気
を
つ
け
て
ね
。」
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ラ
フ
ィ
エ
ル
「
私
も
、
歩
い
て
登
り
ま
す
ね
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
ふ
ん
っ
。
私
に
勝
て
る
な
ん
て
思
わ
な
い
こ
と
ね
。」

　
ラ
フ
ィ
エ
ル
「
サ
タ
ー
ニ
ャ
さ
ん
の
転
ん
だ
写
真
撮
っ
て
あ
げ
ま
す
ね
。」

　
サ
タ
ー
ニ
ャ
「
そ
ん
な
の
撮
ら
な
く
て
い
い
わ
よ
!
」

　
〜
山
の
頂
上
〜

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
ふ
ぅ
〜
。
空
気
が
お
い
し
い
わ
ね
。」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
あ
い
つ
ら
二
人
遅
い
な
。」

　
ラ
フ
ィ
エ
ル
「
大
変
で
す
!
サ
タ
ー
ニ
ャ
さ
ん
が
遭
難
し
ち
ゃ
っ
て
。」

　
ヴ
ィ
ー
ネ
「
え
っ
!
ど
う
し
よ
う
!
サ
タ
ー
ニ
ャ
が
!
」

　
ワ
ン
!
ワ
ン
!

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
あ
っ
。
あ
の
犬
。
サ
タ
ー
ニ
ャ
の
犬
じ
ゃ
ね
?
」

　
ラ
フ
ィ
エ
ル
「
つ
い
て
来
い
っ
て
言
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
か
?
」

　
ガ
ヴ
リ
ー
ル
「
ま
ぁ
。
あ
い
つ
だ
っ
て
、

　
上
に
登
れ
ば
頂
上
っ
て
こ
と
ぐ
ら
い
は
、
知
っ
て
る
だ
ろ
。」

　
そ
の
後
、
隣
の
山
か
ら
、
サ
タ
ー
ニ
ャ
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
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